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①

②

  指導方法・指導体制の工夫
改善によって学力が向上して
いるか。

　読書活動の推進が図られて
いるか。

①

②

　諸学力調査では、５・６年生とも昨年度より伸びている。アンケートの
結果から、授業では「学習のめあてをもって学習している」と回答した児
童が約８割いる。また、「児童は真剣に取り組んでいる」と回答した保護
者は９５％で、「分かりやすい授業が展開されていると実感している」と
回答した保護者が９６％であった。

　「家庭でも進んで本を読んでいる」と答えた児童は６割で保護者も同
様である。日頃から読書に親しんでいる児童とそうでない児童との差が
大きい。読書に興味・関心があまりない児童を読書へ誘う工夫が必要
である。

3.00 3.15 2.86

①

②

・　どの学年も授業に取り組む姿勢が真剣である。特に、グ
ループ討議や自学学習に取り組む姿勢等をみると目標が達
成されていると感じる。
・　学習支援で児童の宅習を見ていると、教科書からノートに
書き写すだけの作業も見られる。じっくりと考えることが苦手
な児童が多いのではないか。
・　読書の習慣のきっかけが大切なので、ボランティアグ
ループの読み聞かせをもっと活用するとよい。
・　家庭学習で音読をする機会を増やすとよい。
・　ユーチューブなど動画の影響が大きい。家庭環境を整え
ることが必要である。
・　最初は漫画から入るなどして活字に親しませて欲しい。

3.17

徳

思
い
や
り
の
心
と

主
体
性
の
育
成

③

④

　人権教育・道徳教育の充実
が図られ、思いやりの心が育
成されているか。

　児童相互の絆を深めるとと
もに対人関係能力の育成が
図られているか。

③

④

　児童と保護者は、「友達に対し思いやりをもっており、親切にしてい
る」「進んで挨拶をしている」と約９割が回答している。教師の指導につ
いては、「児童の人権を大切にしており、行き過ぎた指導がない」と約９
割が回答している。

　素直で親切な児童が多く、上学年が下学年に優しく教えたり、世話し
たりする姿が見られる。しかし、相手の立場に立った発言や行動ができ
ない児童もいる。また、人間関係が固定化しがちな面も見られる。

3.18 3.22 2.89

③

④

･　学校外でも挨拶することがしっかりと身に付いている。
・　思いやりのある児童が多い。

・　若干たくましさに欠ける気がする。困難を乗り越える力を
身に付けさせて欲しい。
・　異学年によるファミリー班による活動を今後も継続してほ
しい。

3.50
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⑤

⑥

　体力向上プランに沿って計
画的・継続的に体力の向上が
図られているか。

　基本的な生活習慣の定着や
心身ともに健康に生活する態
度が育成されているか。

⑤

⑥

　「進んで運動し体をきたえているか」という割合は約７割である。また、
新体力プランでは上体起こしや長座体前屈の結果が去年より向上し
た。今年度は４８項目で２４項目がTスコア５０以上を目標にしていた。
男子は３０項目と目標を達成できたが、女子は２０項目と達成できず、
男女の結果が分かれた。今後DE層の底上げを図っていく必要がある。

　「自宅で、ゲームやテレビを見る時間が決まっている」と答えた児童は
５２％、「早寝、早起き、朝ごはん」を心掛け、規則正しい生活を送って
いると回答した児童が７０％、保護者が６５％と低い。引き続き家庭へ
の啓発や連携が必要である。

3.58 3.11 2.81

⑤

⑥

・　運動に苦手意識を感じず、楽しんで取り組むことができる
環境があるとよい。
・　地域のこども園で取り入れている体操を学校でも取り入
れてはどうか。
・　男子はスポーツ少年団で体力向上が図られているが、女
子が体を鍛える機会が乏しくなっているのではないか。効果
的な遊びを研究する必要がある。
・　基本的生活習慣の定着や健康への意識も保護者の意識
改革と協力が必要である。
・　ノーメディア週間を徹底して欲しい。子ども達のSNSの使
い方については更なる指導が必要である。ゲームはオンライ
ン化しており時間が守られていない。メディアコントロールが
できておらず、保護者の協力が不可欠である。

3.17

⑦ 　家庭や地域との連携によ
る教育活動の充実は図ら
れているか。

⑦ 　各教科や学校行事等の中で、地域住民の協力を得ながら地域への
理解を深める教育活動を行うことができた。また、地域学校協働本部を
立ち上げコーディネーターを決定し、体制づくりを進めることができた。
ホームページのこまめな更新によりアクセスの数が倍に増加し「学校に
活動等の情報を発信している」と回答した保護者は９割であった。「自
分の住んでいる地区が好きで、自慢できる」と回答した児童が５７％と
低い傾向にある。来年度から、地域学校協働本部を中心に、学校支援
ボランティアの方々の協力を得ながら、学校と地域が一緒になり、地域
に愛情と誇りをもった児童の育成に更に取り組んでいく。　また、PTA活
動のさらなる充実、協働の在り方を検討していく。

3.19 2.98

⑦ ・　山田まちづくり協議会や民生委員の方々はとても積極的
で協力的であると感じている。
・　HPが日々更新されており、開かれた学校づくりが行われ
ている。
・　ボランティア養成及び木小座談会等の関係者による協議
が必要である。
・　年に１、２回でも児童と世代間交流ができる時間帯を設定
してはどうか。

3.50
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進
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本年度の重点目標　　〈１　：学力の向上と定着　２　：思いやりの心と主体性の育成　３　：体力の向上と健康安全教育の充実　４　：地域とともにある学校づくりの推進〉
評価項目 評価指標 学校の自己評価コメント 自己評価 学校関係者評価コメント 評価

４段階評価 ４：期待以上 ３：ほぼ期待どおり ２：やや期待を下回る １：改善を要す


